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No .４７１�

２０
００（
平成１２年）

広報�
毎月15日発行�

平成12年3月15日発行　編集・発行/洲本市役所企画部情報課　〒656-8686　兵庫県洲本市本町三丁目4番10号　☎ 0799-22-3321

人口　42，364人　　男　20，194人　　女　22，170人　　15，935世帯（3月1日現在）�
�

淡 路 花 博 �3月18日開幕�

開幕を控え植え込み作業が急ピッチ�ライトアップされた会場�

千の噴水�

会場と高速バス停を結ぶモノレール�

（写真は3月1～2日に撮影）�

入
場
者
を
迎
え
る
歓
迎
ア
ー
チ�

「人と自然のコミュニケーション」をテーマにした

淡路花博「ジャパンフローラ２０００」が３月１８日

開幕します。９月１７日までの１８４日間、淡路島を

舞台に繰り広げられる淡路花博は国際庭園や虹の花

壇、愛しい遊園地、華やかなステージなど見どころ

いっぱいです。�
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平
成
１２
年
度
当
初
予
算
案�“「大阪湾に輝く交流都市：洲本」の創造“をテーマとして、平成１２年度の予算案が

まとまりました。�
福祉・保健・医療の拠点施設「洲本市健康福祉館」など施設を活用したソフト面の
充実を柱として、引き続き市の基盤づくりなどに限られた予算を効率的に配分し、
行財政改革や地方分権が進む中、新しい時代に備えた都市の魅力づくりを進めてい
きます。�
３月定例市議会に提案した予算のあらましについてお知らせします。�

ま　ち�

　
市
の
会
計
は
、

一
般
会
計
と
国

民
健
康
保
険
や

公
共
下
水
道
事

業
な
ど
特
定
の

事
業
を
行
う
１８

の
特
別
会
計
、

水
道
事
業
と
農

業
共
済
事
業
の

２
つ
の
企
業
会

計
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
平
成
１２
年
度
の
予
算
は
、
総

額
３
１
０
億
５，

９
４
０
万
円

で
、
昨
年
度
よ
り
１
・
１
　
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
一
般
会
計
は
１
６
３
億
４，�

２
０
０
万
円
で
、
福
祉
・
保
健�

・
医
療
の
一
体
的
な
サ
ー
ビ
ス

拠
点
と
な
る
「
洲
本
市
健
康
福

祉
館
」
の
完
成
な
ど
新
都
心
地

区
で
の
大
規
模
事
業
が
完
成
し

た
た
め
、
昨
年
度
に
比
べ
て
、

１
２
・
６
　
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
特
別
会
計
で
は
、

平
成
８
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
い

た
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
整
備
事
業
が
１１
年

度
末
で
終
了
し
ま
す
が
、
公
共

下
水
道
整
備
の
継
続
事
業
な
ど

に
よ
り
、
全
体
で
１
６
　
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
な
お
、
４
月
か
ら
の
介
護
保�

険
制
度
の
開
始
に
伴
い
、
新
た�

に
介
護
保
険
特
別
会
計
が
設
け�

ら
れ
ま
し
た
。�

　
企
業
会
計
で
は
、
水
道
事
業�

の
「
本
土
導
水
」
給
水
開
始
に�

伴
う
導
水
管
布
設
替
や
浄
水
場�

新
設
工
事
な
ど
が
行
わ
れ
る
た�

め
、
全
体
で
１
５
　
の
増
と
な�

っ
て
い
ま
す
。�

　
次
に
、一
般
会
計
を
歳
入（
市

に
入
っ
て
く
る
お
金
）
と
歳
出

（
市
が
使
う
お
金
）
に
分
け
て

説
明
し
ま
す
。
　�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�

パ
ー�

セ
ン
ト�

市
税
は
１
・
６
　
の
減�

ト
ッ
プ
は
民
生
費�

市
民
一
人
当
り
に
約
３
８
万
６
千
円
が
使
わ
れ
ま
す�

一般会計は�
２ケタ台の大幅減�

歳
入

�

歳
入

�

歳
出

�

歳
出

�

　
歳
入
の
３
７
・
３
　
は
、
市�

民
の
み
な
さ
ん
や
会
社
な
ど
の�

法
人
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
市�

税
で
す
。
昨
年
度
に
比
べ
る
と
、�

景
気
低
迷
に
よ
る
法
人
市
民
税�

の
減
収
で
、
全
体
で
１
・
６�

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
方�

交
付
税
は
、
３
７
億
４，

０
０�

０
万
円
で
昨
年
度
よ
り
１
・
３�

　
の
増
、
国
庫
支
出
金
が
１
３�

億
４，

８
０
０
万
円
で
昨
年
度�

よ
り
５
・
９
　
の
減
、
続
い
て
、�

諸
収
入
、
県
支
出
金
の
順
と
な�

入
金
）
は
、
健
康
福
祉
館
や
潮

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
完�

成
、
新
都
心
の
道
路
整
備
終
了�

な
ど
に
よ
り
、
６
５
・
２
　
減�

と
な
っ
て
い
ま
す
。�

�

　
次
に
歳
出
で
す
が
、
昨
年
度�

に
続
き
、
健
や
か
に
安
心
し
て�

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め�

る
た
め
の
民
生
費
が
ト
ッ
プ
で
、�

健
康
福
祉
館
や
潮
デ
イ
サ
ー
ビ�

ス
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
費
、�

介
護
保
険
ス
タ
ー
ト
に
伴
う
経�

費
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。�

続
い
て
、
道
路
の
整
備
や
河
川�

の
改
良
事
業
を
行
う
土
木
費
、�

市
の
借
入
金
返
済
に
充
て
ら
れ�

る
公
債
費
、
市
の
事
務
を
進
め�

る
経
費
や
淡
路
地
域
の
事
務
負�

担
金
な
ど
が
含
ま
れ
る
総
務
費
、�

資
源
ご
み
回
収
事
業
や
環
境
対�

策
経
費
な
ど
が
含
ま
れ
る
衛
生�

費
と
続
い
て
い
ま
す
。�

�

　
次
に
、
予
算
を
わ
か
り
や
す�

く
す
る
た
め
、
一
般
会
計
予
算�

の
総
額
を
３
月
１
日
現
在
の
人�

口
４
２，
３
６
４
人
で
割
っ
て
一

人
当
り
に
換
算
し
て
み
ま
し
た
。

市
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
ど
の
く

ら
い
の
お
金
を
使
う
の
で
し
ょ

う
か
。�

　
次
の
表
の
と
お
り
、
最
も
多�

く
使
わ
れ
る
の
は
、
民
生
費
、�

っ
て
い
ま
す
。
市
債
（
市
の
借�

�
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合　計�
　385，751円�

市民一人当たりに�
使 わ れ る お 金 �

�

消

防

費

�
そ

の

他

�

　
　
（
商
工
費
な
ど
）
�

農
林
水
産
業
費
�

教

育

費

�

総

務

費

�

公

債

費

�

土
木
費
�

衛

生

費

�

民

生

費

�

２３，０４８円�

１３，３５５円�

１７，７２０円�

３７，６８８円�

５０，１４３円�

５２，１７１円�

５９，６５３円�

４０，７５５円�

９１，２１８円�

合　計�
　143，894円�

市民一人当たりが�
負 担 す る 税 額 �
�

入

湯

税

�
特
別
土
地
�

保

有

税
�

軽
自
動
車
税
�

市
た
ば
こ
税
�

都
市
計
画
税
�

市

民

税

�

固
定
資
産
税
�

２４８円�

１，４１６円�

１，７９４円�

７，２００円�

９，１３５円�

５６，７２３円�

６７，３７８円�

歳　出�

そ　の　他�
１億４，５９３万円（０．８）�

（　）は構成比：％�

その他�
３億１，７２１万円（２．０）�

１６３億４，２００万円�
（１００．０）�

歳　入�
１６３億４，２００万円�
（１００．０）�

一般会計１６３億４，２００万円の内訳��

　市　　税�
６０億９，５９３万円�
　（３７．３）�

　地方交付税�
３７億４，０００万円�
　　（２２．９）�

　　国庫支出金�
１３億４，８００万円�
　（８．２）�

　諸　収　入�
１０億４，７９１万円�
（６．４）�

県支出金�
９億３，４５２万円（５．７）�

　市　債�
８億９，８８３万円�
　　　　　（５．５）�

使用料及び手数料�
５億２，３７０万円（３．２）�

地方消費税交付金�
４億７，０００万円（２．９）�

繰　入　金�
３億４，５５１万円（２．１）�

分担金及び負担金　�
２億４，０３９万円（１．５）�

利子割交付金�
１億８，０００万円（１．１）�
�

地方特例交付金�
２億円（１．２）�
�

民　生　費�
３８億６，４３７万円�
　　　（２３．６）�

　土　木　費�
２５億２，７１３万円�
　（１５．５）�

　公　債　費�
２２億１，０１８万円�
　　（１３．５）�

　総　務　費�
２１億２，４２５万円�
　 （１３．０）�
�

　衛　生　費�
１７億２，６５５万円�
　 （１０．６）�

　教　育　費�
１５億９，６６３万円�
　　（９．８）�
�

農林水産業費�
７億５，０７１万円（４．６）�

消　防　費�
５億６，５７８万円（３．５）�

商　工　費　�
３億９４０万円（１．９）�

災害復旧費�
２億７，９７４万円（１．７）�

議　会　費�
２億４，１３３万円（１．５）�

次
い
で
土
木
費
、
公
債
費
な
ど�

の
順
で
、
合
計
一
人
当
り
３
８�

５，

７
５
１
円
が
使
わ
れ
ま
す
。�

　
そ
の
内
、
市
民
の
皆
さ
ん
に�

負
担
し
て
い
た
だ
く
税
金
は
、�

同
じ
く
表
に
示
し
た
と
お
り
、�

一
人
当
り
合
計
で
１
４
３，

８�

９
４
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
そ
し
て
、
使
わ
れ
る
お
金
と�

市
民
の
皆
さ
ん
に
負
担
い
た
だ�

く
お
金
の
差
し
引
き
不
足
分
は
、�

国
や
県
か
ら
の
補
助
金
や
借
入�

金
で
賄
わ
れ
ま
す
。�

���
���
���
���
���会計別予算�

・一般会計�
１６３億４，２００万円（１２．６％減）�
・特別会計　�
１１４億７，２０５万円（１６．０％増）�
・企業会計�
３２億４，５３５万円（１５．０％増）�
◆総　　額�
３１０億５，９４０万円（１．１％減）�

主な特別会計予算　�
・国民健康保険�
　３２億９，９３４万円（１０．４％増）�
・老人保健医療�
　３９億７，９１２万円（１３．６％減）�
・介護保険�
　１９億２，８１０万円�
・公共下水道事業�
　１８億１，３００万円（２８．３％増）�
・ＣＡＴＶ事業�
　２億３，４８０万円（６４．２％減）�
・水道事業（企業会計）�
　２９億１，６７８万円（１８．１％増）�

平
成
１２
年
度

主
な
事
業�

す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
、
ふ
れ
あ
い
と
生
き
が
い
が�

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
今
年
も
色
々
な
事
業�

を
進
め
て
い
き
ま
す
。�

自
然
と
共
生
す
る
安
全
で
快
適
な�

公
園
都
市
づ
く
り�

�

�����

　
・
街
な
み
環
境
整
備
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
１
５
万
円�

　
　
　
寺
町
地
区
の
道
路
修
景
、
物
部
曲
田
塩
屋
線
道
路
修
景�

　
・
河
川
環
境
整
備
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１，
５
０
０
万
円�

　
　
　
千
草
川
、
洲
本
川
護
岸
道
路
舗
装
、
防
護
柵
整
備
等�

　
※
資
源
ご
み
拠
点
回
収
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
９
１
万
円�

　
　
　
市
内
９
拠
点
で
の
分
別
収
集
処
理
委
託
費
等 

　�
��

　
・
由
良
低
地
対
策
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２，
５
２
０
万
円�

　
　
　
ポ
ン
プ
場
へ
の
雨
水
管
接
続
工
事�

　
・
消
防
施
設
整
備
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２，
２
９
５
万
円�

　
　
　
小
型
ポ
ン
プ
付
積
載
車
（
２
台
）
購
入
、
機
具
庫
新
築
工
事
等�

� ��

◇
美
し
い
公
園
都
市
づ
く
り�

�

◇
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り�

�

（　）内は対前年比�

（
※
新
規
事
業
）�

3
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健
や
か
で
い
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り�

創
造
力
と
豊
か
な
心
を
育
む�

教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り�

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
都
市
基
盤
づ
く
り�

ま
ち
を
支
え
る
力
強
い
産
業
づ
く
り�

市
民
と
行
政
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り�

そ
の
他
の
経
費�

◇
健
康
な
ひ
と
づ
く
り�

◇
総
合
的
な
子
ど
も
対
策
の
推
進�

◇
安
ら
ぎ
と
生
き
が
い
を
育
む
社
会
福
祉
の
充
実�

◇
洲
本
文
化
の
高
揚
と
創
造�

�����

　
・
健
康
福
祉
館
管
理
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２，
５
９
４
万
円�

　
・
歯
科
保
健
相
談
業
務
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
２
万
円�

　
　
　
健
康
福
祉
館
で
の
幼
児
歯
科
相
談
業
務
経
費�

　
・
休
日
等
応
急
診
療
所
運
営
事
業
　
　
　
　
　
　
２，
３
４
３
万
円�

　
　
　
健
康
福
祉
館
で
の
診
療
委
託
、
運
営
費
等�

 ��

　
・
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
策
定
業
務
　
　
　
　
　
　
　
　

６
５
０
万
円�

　
　
　
少
子
化
対
策
推
進
計
画
策
定
経
費�

 ��

　
※
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
　
　
　
２
億
８，
６
０
８
万
円�

　
※
介
護
予
防
生
活
支
援
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
１，
０
０
０
万
円�

　
　
　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
救
助
活
動�

　
・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
　
　
　
　
２，
２
０
０
万
円�

　
　
　
２４
時
間
支
援
体
制
導
入
に
係
る
社
会
福
祉
協
議
会
等
へ
の
事
業
委
託
費�

　
・
桑
間
会
館
改
装
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
０
万
円�

　
　
　
身
障
者
用
ト
イ
レ
改
修
工
事�

�����

　
・
淡
路
文
化
史
料
館
特
別
展
開
催
　
　
　
　
　
　
１，
１
５
０
万
円�

　
　
　
特
別
展
「
淡
路
島
の
歴
史
と
文
化
」
「
高
田
屋
嘉
兵
衛
」
開
催
経
費�

　
※
史
跡
洲
本
城
跡
保
存
管
理
計
画
策
定
事
業
　
　
２，
１
３
０
万
円�

　
　
　
保
存
管
理
計
画
策
定
の
た
め
の
調
査
経
費�

　
※
洲
本
市
・
静
内
町
・
脇
町
姉
妹
都
市
交
流
１０
周
年
記
念
事
業
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
万
円�

　
　
　
記
念
イ
ベ
ン
ト
経
費�

 � �

　
※
未
来
２
１
学
習
推
進
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
８
０
万
円�

　
　
　
小
・
中
学
校
に
お
け
る
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
創
造
事
業�

　
※
大
野
小
学
校
大
規
模
改
造
事
業
　
　
　
　
１
億
１，
８
６
３
万
円�

　
　
　
耐
震
補
強
工
事
、
老
朽
施
設
改
造
工
事
等�

　
※
由
良
中
学
校
大
規
模
改
造
事
業
　
　
　
　
　
　
７，
７
３
７
万
円�

　
　
　
老
朽
施
設
改
造
工
事
等�

　
・
幼
稚
園
３
年
保
育
調
査
研
究
事
業
　
　
　
　
　
　

４
２
１
万
円�

　
　
　
２
幼
稚
園
で
実
施�

　
・
「
ぴ
ゅ
ー
ぱ
る
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
用
事
業
　
　

３
９
５
万
円�

　
　
　
不
登
校
児
童
、
生
徒
の
た
め
の
教
室
「
適
応
教
室
」
に
お
け
る
補
充
指
導�

　
・
（
仮
称
）
新
総
合
体
育
館
基
本
計
画
調
査
事
業
　

５
０
０
万
円�

　
　
　
平
成
１８
年
開
催
予
定
の
国
体
に
向
け
て
の
体
育
館
建
設
計
画
調
査
業
務�

�����

　
・
都
市
計
画
用
途
地
域
の
見
直
し
、
地
図
修
正
事
業
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５，
８
６
０
万
円�

　
　
　
航
空
写
真
撮
影
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
化
、
用
途
図
作
成
等�

　
・
公
営
住
宅
整
備
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
２
億
１，
３
３
０
万
円�

　
　
　
東
下
内
膳
（
２
）
公
営
住
宅
建
設
事
業
　
６
棟
（
１
４
戸
）�

　
・
水
道
事
業
（
企
業
会
計
）�

　
　
第
８
次
拡
張
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
億
２，
４
８
０
万
円�

　
　
　
鮎
屋
浄
水
場
新
設
工
事
、
市
道
大
野
千
草
線
導
水
管
布
設
替
工
事
等�

　
　
配
水
管
整
備
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
億
　
４
９
０
万
円�

　
　
　
市
道
大
野
千
草
線
配
水
管
布
設
替
工
事
等�

　
　
そ
の
他
施
設
改
良
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
億
９，
３
５
０
万
円�

　
　
　
曲
田
山
浄
水
場
排
水
処
理
施
設
工
事
、
曲
田
山
浄
水
場
沈
殿
池
設
備
工
事
等�

 ��

　
・
道
路
改
良
　
物
部
曲
田
塩
屋
線
ほ
か
５
線
　
　
５
億
６，
１
５
０
万
円�

　
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
関
連
事
業
　
　
　
　
９，
６
０
０
万
円�

　
　
　
洲
本
川
堤
防
線
（
左
岸
）
　
照
明
施
設
１０
基
、
案
内
板
２０
基
、
移
転
補
償�

���� �

　
・
商
店
街
活
性
化
資
金
利
子
補
給
事
業
　
　
　
　
　

２
０
０
万
円�

　
　
　
中
心
市
街
地
の
中
小
企
業
者
及
び
組
合
等
へ
の
利
子
補
給
制
度�

　
※
あ
わ
じ
復
興
大
バ
ザ
ー
助
成
金
　
　
　
　
　
　
　

６
０
０
万
円�

　
　
　
震
災
復
興
イ
ベ
ン
ト
助
成
金�

　
※
阪
神
・
淡
路
復
興
事
業
負
担
金
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
万
円�

　
　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会
負
担
金�

��

　
・
淡
路
食
肉
セ
ン
タ
ー
統
合
整
備
事
業
負
担
金
　
５，
４
０
５
万
円�

　
※
水
産
加
工
場
施
設
基
本
設
計
委
託
補
助
金
　
　
　

１
０
０
万
円�

　
　
　
由
良
地
区
に
建
設
予
定
の
水
産
加
工
場
基
本
設
計
作
成
委
託
補
助�

　
・
炬
口
漁
港
利
用
調
整
事
業
　
　
　
　
　
　
２
億
５，
０
０
０
万
円�

　
　
　
外
郭
施
設
、
防
波
堤
、
ケ
ー
ソ
ン
（
製
作
５
函
、
据
付
３
函
）�

��� ��

　
・
広
報
フ
ァ
イ
ル
作
成
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
万
円�

　
　
　
１
８，
０
０
０
部
作
成
　
　
町
内
会
を
通
じ
て
各
世
帯
へ
配
布�

　
・
市
民
便
利
帳
作
成
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
１
０
万
円�

　
　
　
１
８，
０
０
０
部
作
成
　
　
各
世
帯
と
転
入
者
へ
配
布�

� �

　
・
Ｉ
Ｓ
Ｏ
推
進
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
２
万
円�

　
　
　
年
２
回
の
継
続
審
査
に
係
る
手
数
料
等�

　
・
戸
籍
電
算
化
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５，
４
０
０
万
円�

　
　
　
除
籍
改
製
原
戸
籍
デ
ー
タ
入
力
委
託
費�

　
・
電
算
処
理
開
発
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
７
５
万
円�

　
　
　
除
籍
、
電
子
公
印
化
等
シ
ス
テ
ム
開
発
支
援
経
費�

�� �

　
・
船
舶
管
理
業
務
委
託
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１，
０
０
０
万
円

　
　
　
パ
ー
ル
ブ
ラ
イ
ト
号
管
理
委
託
経
費�

　
・
国
勢
調
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２，
０
８
３
万
円�

　
　
　
調
査
経
費�

　
・
市
長
及
び
市
議
会
議
員
選
挙
経
費
　
　
　
　
　
５，
７
８
７
万
円�

　
・
墓
地
移
転
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３，
８
０
０
万
円�

　
　
　
墓
地
移
転
に
伴
う
工
事
費
、
用
地
費�

◇
豊
か
な
人
を
育
む
生
涯
学
習
の
推
進�

◇
秩
序
あ
る
地
域
整
備
の
推
進�

�

◇
交
流
を
支
え
る
交
通
網
の
整
備�

�

◇
商
工
業
基
盤
と
新
し
い
観
光
の
確
立�

�

◇
新
時
代
に
向
け
た
魅
力
あ
る
農
林
水
産
業
の
推
進�

◇
ま
ち
づ
く
り
へ
の
市
民
参
加
の
促
進�

◇
地
方
分
権
時
代
の
行
財
政
運
営
の
確
立�

：�

健 康 福 祉 館 �
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・施設の種類／老人デイサービスセンター�
・所　在　地／炬口２丁目９番２号�
・建物の構造／鉄筋コンクリート造２階建�
・総 床 面 積／５４６.１１㎡�
・サービス内容／標準型（Ｂ型）�
　　　　　　　　痴呆性老人向け毎日通所型�

　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｅ型）�

・利 用 定 員／Ｂ型　　１５人／日�
　　　　　　　　Ｅ型　　　８人／日�

◇施設についての問合先�

　　市役所健康福祉部介護福祉課�

　　　　　２２―３３３７・３３２１�

広
告�本店　洲本市宇山�

店舗　島　内　　２０店�

　　　神戸市　　 ５店�

　　　明石市　　 １店�

　　　西宮市　　 １店�

今日も楽しいおつきあい�

会　長�

理事長�

瀧　川　福　市�
瀧　川　好　美�
�

4
月
3
日
か
ら
業
務
が
始
ま
り
ま
す�

先月号でお知らせした「洲本市健康福祉館」の館内に�

ついて、各事務所の配置などを見取図で紹介します。�

電話番号　　　 22―3337（代）�
　　　　　（　 はNTT・　 はCATV）�
なお、従来どおり、　　　２２―３３２１（代）にかけていた�
だいても繋がります。�

施 設 概 要�

洲 本 市 健 康 福 祉 館 �

デイサービスセンター うしお�

特別�
浴室�

脱衣室�洗
濯
室�

一
般
浴
室�

休憩室� 中　庭�

作業及び日常動作訓練コーナー�

食堂（2）�

食堂（1）�

車イス用�
トイレ� 倉庫� 厨　房�

玄関ホール�

事務室�

介護者�
詰所�

作業及び�
日常動作訓練�
コーナー�
（レクリエーション�
　ルーム）�

ローカ�

介護者�
教育室�

トイレ�

トイレ�

E
V

E
V

トイレ�

3
F

1．調理実習室�
2．栄養指導室・健康相談室�
3．運動指導室�
4．検査室・処理室�
5．乳児相談室・介護教育室�
6．健康教育室�
7．健診室・多目的利用室�
8．機能訓練室�
9．診察室�
10．歯科相談室�

健 康 福 祉 部 �
（福祉事務所）�

介護福祉課�
  総務係�

  介護保険係�

  高年福祉係�

健 康 課�
  保健センター�

  医療係�

福 祉 課�
  福祉係�

  母子児童係�

  保護係�

2 F

1 F

（
休
日
応
急
診
療
所
は
4
月
2
日
か
ら
利
用
で
き
ま
す
）�

国道28号�
洲本川�

炬口�
八幡神社�
　　　●�

県総合庁舎�
　　　　●�淡路�

タクシー�
　　　　　●�

●洲浜中�

デイサービス�
センター�
うしお�

陀仏川�

至岩屋�

至福良�

至市街�

洲本橋�

会議室�
1

会議室�
2

会議室�
3

健康福祉�
学習室（1）�

�

健康福祉�
学習室（2）�
事務・資料室�

淡路聴覚�
障害者�
センター�

1 2 3 4 5 6 7

8

9 10受付�

授乳室�

ス
ロ
ー
プ�

判定室�
面
接
室�

エントランス�
ホール�

展
示�

　
コ
ー
ナ
ー� 訪問看護ステーション�

ヘルパーステーション�
在宅介護支援センター�

スロープ�

受付�

受付�

診察室 B�
身体障害者�
歯科診療所�

診察室 A�
休日応急診療所�

玄関�

玄関�

1
F

2
F
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洲
本
市
の
市
制
施
行
六
十
周�

年
の
記
念
式
典
が
、
二
月
十
一�

日
、
市
民
会
館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー�

ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
式
典
に
は
、
市
民
の
代
表
や�

元
市
長
、
姉
妹
都
市
関
係
者
な�

ど
約
六
百
人
が
出
席
し
、
市
の�

還
暦
を
祝
う
と
と
も
に
、
こ
れ�

か
ら
の
一
層
の
発
展
を
誓
い
ま�

し
た
。�

　
式
典
で
は
、
ま
ず
中
川
市
長�

が
『
昭
和
十
五
年
の
市
制
施
行�

以
来
、
幾
多
の
試
練
に
見
舞
わ�

れ
な
が
ら
も
、
歴
史
と
伝
統
を�

受
け
継
ぎ
な
が
ら
市
勢
が
伸
展�

し
て
き
た
の
は
、
先
輩
各
位
や�

国
、
県
関
係
各
位
の
ご
理
解
と�

ご
尽
力
の
賜
物
で
す
。
未
曾
有�

の
被
害
と
多
く
の
尊
い
生
命
、�

貴
重
な
財
産
を
奪
っ
た
阪
神
・�

淡
路
大
震
災
か
ら
復
興
し
つ
つ�

あ
る
今
日
、
明
石
海
峡
大
橋
の�

開
通
や
本
土
導
水
が
実
現
し
、�

ま
た
、
本
市
の
新
し
い
ま
ち
づ�

く
り
の
先
導
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト�

��

　
”新
都
心
整
備
構
想
“も
第
一�

期
事
業
の
完
成
を
み
る
こ
と
が�

で
き
ま
し
た
。
今
後
、
行
政
改�

革
や
地
方
分
権
が
進
む
中
、
新�

し
い
時
代
の
ま
ち
づ
く
り
の
指�

針
と
し
て
策
定
し
た
第
四
次
総�

合
基
本
計
画
―
洲
本
市
パ
ー
ル�

ブ
ラ
イ
ト
プ
ラ
ン
２
０
１
０
―�

に
沿
っ
て
、「
大
阪
湾
に
輝
く
交�

流
都
市
」
を
目
指
し
、
高
品
質�

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
心
が
け�

な
が
ら
具
体
的
施
策
の
展
開
に�

全
力
を
傾
注
い
た
し
ま
す
。』
と�

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。�

　
こ
の
あ
と
、
一
月
二
十
一
日�

に
全
部
署
で
認
証
を
得
た
品
質�

保
証
規
格「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
２
」�

（
国
際
標
準
化
機
構
が
定
め
る�

国
際
規
格
：
行
政
サ
ー
ビ
ス
の�

向
上
、
市
の
業
務
の
透
明
性
や�

公
平
性
、
責
任
を
明
確
に
す
る�

シ
ス
テ
ム
）
の
認
証
証
明
書
が�

審
査
機
関
か
ら
市
長
に
手
渡
さ�

れ
ま
し
た
。�

　
続
い
て
、
地
方
自
治
、
社
会�

福
祉
な
ど
各
分
野
で
功
労
の
あ�

っ
た
市
民
六
十
六
名
と
四
団
体�

の
功
労
表
彰
や
善
行
表
彰
な
ど�

が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
式
典
終
了
後
の
ア
ト�

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、「
美
鼓
音
」�

の
皆
さ
ん
に
よ
る
和
太
鼓
の
力�

強
い
音
色
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。�

　
各
分
野
に
お
い
て
受
賞
さ
れ�

た
皆
さ
ん
は
、
次
の
と
お
り
で�

す
。
　
（
敬
称
略
、
順
不
同
）�

�
◎
金
メ
ダ
ル�

・
樋
口
　
正�

◎
銀
メ
ダ
ル�

・
森
　
康
行
・
岸
本
充
夫
・
計�

馬
　
忠�

◎
銅
メ
ダ
ル�

・
桑
田
　
明
・

田
隆
安
・
四�

方
　
進
・
吉
岡
顯
夫
・
横
道
義�

春
・
石
田
　
正
・
内
藤
信
行
・�

山
本
　
昇
・
和
田
正
孝
・
冨
永�

秀
夫
・
島
田
繁
男
・
山
西
清
春�

・
高
鍋
松
雄�

�

◎
金
メ
ダ
ル�

・
岩
木
隆
澄
・
清
水
孝
男�

◎
銅
メ
ダ
ル�

・
元
地
敏
夫
・
大
村
輝
雄
・
前�

川
さ
よ
子
・
中
瀬
美
智
子
・
川�

西
武
夫
・
速
水
元
一
・
川
端
健�

・
筌
場
美
代
子
・
上
田
　
實
・�

楠
井
千
代
子
・
金
田
ひ
ふ
み
・
森�

川
律
子
・
黒
田
敏
夫
・
海
老

達�

◎
金
メ
ダ
ル�

・
山
本
義
孝
・
竹
口
弘
之
・
福�

浦
雅
夫�

◎
銀
メ
ダ
ル�

・
米
山
　
昇
・
菱
田
益
行�

◎
銅
メ
ダ
ル�

・
殿
脇
　
修
・
津
司
治
英
・
濱�

岡
輝
明
・
眞
浦
　
勉
・
北
谷
良�

三
・
長
田
靖
明
・
濱
田
正
義
・�

谷
川
　
洋
・
小
川
宏
行
・
加
田�

和
彦
・
橋
本
　
誠
・
森
下
　
保�

・
岩
井
　
守
・
金
田
耕
侑
・
安�

居
利
明
・
濱
浦
完
一
・
島
瀬
和�

彦
・
濱
田
　
武
・
細
川
武
男
・�

東
川
一
重�

�

◎
銅
メ
ダ
ル�

・
三
崎
信
隆
・
野
村
純
弘
・
波�

毛
康
宏
・
武
田
信
一�

�

市
制
施
行
６０
周
年
記
念
式
典�

「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
9
0
0
2
」
認
証
取
得
を
披
露�

地
方
自
治
の
振
興
発
展
に�

貢
献
し
た
人�

社
会
福
祉
又
は
民
生
の
安�

定
に
貢
献
し
た
人�

消
防
・
水
防
そ
の
他
災
害�

の
防
護
又
は
復
旧
に
貢
献�

し
た
人�

教
育
の
高
揚
に
貢
献
し
た
人�

学
術
、
芸
術
そ
の
他
文
化�

の
高
揚
に
貢
献
し
た
人�

ス
ポ
ー
ツ
の
高
揚
に
貢
献
し
、�

そ
の
功
績
が
顕
著
な
人�

み
　
こ
　
と�

〔
功
労
表
彰
〕�
�

・
永
岡
甚
太
郎�

����

・
洲
本
高
等
学
校
放
送
部
・
成�

ケ
島
を
美
し
く
す
る
会
・
清
川�

良
美�

����

・
洲
本
市
体
育
協
会
・
洲
本
市�

少
年
野
球
連
盟
・
萩
原
正
純�

��

・
細
川
る
い�

�

祝�祝�

2
11

〔
善
行
表
彰
〕�

〔
文

化

賞
〕�

〔
ス
ポ
ー
ツ
賞
〕�

〔
感

謝

状
〕�

「ISO9002」認証証明書が、審査機関から市長に手渡されました。�
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・
旧
洲
本
町�

・
物
部
村
　
　

　
明
治
４２
年
１
月
１
日
合
併

・
潮
　
村

　
明
治
４２
年
１
月
１
日
合
併

・
小
路
谷
村

　
大
正
５
年
６
月
１
日
合
併

・
千
草
村

　
大
正
７
年
４
月
１
日
合
併

・
加
茂
村

　
昭
和
８
年
４
月
１
日
合
併

・
大
野
村

　
昭
和
８
年
４
月
１
日
合
併

・
市
制
施
行

　
昭
和
１５
年
２
月
１１
日

・
上
灘
村

　
昭
和
２２
年
１
月
２０
日
合
併

・
中
川
原
村

　
昭
和
３０
年
３
月
３１
日
合
併

・
安
乎
村

　
昭
和
３０
年
３
月
３１
日
合
併

・
由
良
町

　
昭
和
３０
年
３
月
３１
日
合
併

・
納
（
広
田
村
一
部
）

　
昭
和
３２
年
７
月
５
日
境
界
変
更

・
鮎
屋
（
広
田
村
一
部
）

　
昭
和
３２
年
７
月
５
日
境
界
変
更

　
さ
て
、
今
回
か
ら
は
洲
本
の�

狸
銘
々
伝
に
入
り
ま
す
。
こ
れ�

か
ら
の
内
容
は
荒
唐
無
稽
な
話�

も
あ
り
ま
す
が
、
次
の
よ
う
な�

資
料
に
基
づ
い
て
い
ま
す
の
で�

ご
承
知
く
だ
さ
い
。�

（
一
）
文
久
元
年
の
写
本�

　
　
　
「
淡
州
名
高
古
狸
物
語
」�

淡
路
文
化
史
料
館
蔵
の
古
書
籍�

（
二
）
明
治
十
年
の
写
本�

　
　
　
「
狸
の
物
語
」�

洲
本
高
校
図
書
館
蔵
の
古
書
籍�

（
三
）
昭
和
三
十
九
年�

　
　
　
「
淡
路
島
の
民
俗
」�

和
歌
森
太
郎
編
　
吉
川
弘
文
館�

（
一
）
と
（
二
）
と
は
同
時
代�

の
古
書
籍
で
す
が
（
三
）
は
淡�

路
島
民
俗
調
査
団
に
よ
る
聞
き�

取
り
調
査
の
記
録
で
、
古
老
の�

伝
承
で
す
。
し
か
し
、
語
り
部�

の
住
所
姓
名
も
し
っ
か
り
と
記�

録
し
て
い
る
し
、
根
も
葉
も
な�

い
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

そ
こ
で
、
先
ず
初
回
は
、�

　
　
お
城
山
の
柴
右
衛
門�

　
洲
本
狸
の
統
領
格
で
、
全
国�

的
に
も
有
名
な
狸
で
す
。
芝
居�

が
好
き
で
大
阪
ま
で
芝
居
見
物�

に
出
か
け
て
い
た
と
い
う
の
で
、�

芝
右
衛
門
と
書
く
向
き
も
あ
り�

ま
す
が
、
前
掲
の
三
誌
と
も
柴�

右
衛
門
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、�

柴
の
葉
を
使
っ
て
い
ろ
い
ろ
化�

け
る
と
い
う
こ
と
か
ら
そ
の
名�

が
つ
い
た
よ
う
で
、
芝
居
の
芝�

は
、
後
世
の
そ
れ
も
最
近
の
所�

作
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。�

ま
た
、
住
所
も
津
名
町
の
佐
野�

と
か
、
由
良
の
掛
牛
山
、
鳴
門�

の
堂
の
浦
と
か
い
わ
れ
て
い
ま�

す
が
、
正
統
な
物
語
は
、
洲
本�

�
の
お
城
山
中
腹
の
岩
陰
に
住
む�

と
い
う
の
が
定
説
と
思
わ
れ
ま�

す
。
そ
し
て
、
多
く
の
一
門
眷�

族
を
率
い
て
大
仕
掛
け
な
化
け�

方
を
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
前
記
の
物
語
に
、
洲
本
沖
に�

薩
摩
の
軍
船
を
並
べ
、
太
鼓
や�

鉦
で
は
や
し
な
が
ら
水
尻
の
方�

向
へ
消
え
て
行
っ
た
と
か
、
三�

熊
山
の
小
路
谷
口
付
近
に
木
戸�

を
設
け
て
大
き
な
劇
場
を
出
現�

さ
せ
、
通
行
人
を
引
き
込
ん
で�

弁
当
を
配
っ
て
芝
居
見
物
さ
せ�

た
、
と
か
い
う
話
が
書
か
れ
て�

い
ま
す
。
そ
し
て
、
何
よ
り
有�

名
な
の
は
、
武
士
に
化
け
て
海�

を
渡
り
、
大
阪
道
頓
堀
へ
芝
居�

見
物
に
出
か
け
た
話
で
す
。�

　
前
記
の
物
語
で
は
、
元
禄
未�

の
年
（
十
六
年
）
と
年
代
も
記�

載
さ
れ
、
初
代
片
岡
仁
左
衛
門�

の
芝
居
の
看
板
を
見
て
い
た
と�

こ
ろ
を
有
馬
屋
と
い
う
米
屋
の�

清
蔵
と
い
う
猛
犬
に
襲
い
か
か�

ら
れ
、
見
物
人
を
敵
に
ま
わ
し�

た
た
め
、
あ
え
な
い
最
後
を
遂�

�

げ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
た
め�

か
、
一
時
は
仁
左
衛
門
の
芝
居�

の
人
気
が
落
ち
て
客
が
遠
の
い�

た
の
で
、
よ
く
調
べ
る
と
、
そ�

の
狸
は
、
淡
路
洲
本
の
柴
右
衛�

門
と
い
う
有
名
な
狸
で
あ
る
こ�

と
が
判
明
。
そ
れ
で
は
と
、
舞�

台
の
奥
で
そ
れ
を
お
祀
り
す
る�

と
仁
左
衛
門
の
人
気
は
回
復
、�

名
狂
言
が
繰
り
か
え
さ
れ
た
と�

う
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
柴
右
衛
門
が
芝
居
の
神
様
と�

し
て
大
阪
で
祀
ら
れ
て
い
る
こ�

と
を
知
っ
た
洲
本
の
人
々
も
、�

お
城
山
の
中
腹
八
王
寺
神
社
に�

並
べ
て
柴
右
衛
門
を
祀
っ
た
と�

い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
は
、�

明
治
に
な
っ
て
一
般
人
も
お
城�

山
へ
登
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か�

ら
の
話
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。�

　
と
に
か
く
、
柴
右
衛
門
は
洲�

本
の
祀
ら
れ
て
い
る
狸
の
第
一�

号
な
の
で
す
。�

　
武

田

清

市�

　
（
洲
本
市
文
化
財
審
議
委
員
会�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
）�

シ
リ
ー
ズ�

シ
リ
ー
ズ�

こ
う
と
う
む
け
い�

け
ん�

か
ね�

ひ
つ
じ�

ま
つ�

ぞ
く�

お
城
山
の
柴
右
衛
門�

中座から里帰りした柴右衛門狸は�
洲本八幡神社で仮安置されています。�

市
域
の
推
移�

人
口
の
推
移�

平成７年�

〃 ２年�

昭和６０年�

〃５５年�

〃５０年�

〃４５年�

〃４０年�

〃３５年�

〃３０年�

〃２５年�

〃２０年�

〃１５年�

〃１０年�

昭和５年�

大正１４年�

〃 ９年�

42，373

43，817

44，563

44，131

44，137

44，499

46，313

48，497

49，358

37，323

36，505

29，461

31，560

24，021

25，074

22，166

０� １� ２� ３� ４� ５�（万人）�

資
料
「
平
成
7
年
国
勢
調
査
報
告
」
よ
り�

③

（左）「淡州名高古狸物語」（右）「狸の物語」�
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岩
野
泡
鳴
は
、
明
治
・
大
正
を
通
し
て
自
然
主
義
五
大
作
家
の
一
人
と
し
て
活
躍
し
た
文
豪
で
す
。�

　
洲
本
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
泡
鳴
は
、
淡
路
島
を
離
れ
て
か
ら
も
故
郷
で
あ
る
淡
路
島
を
想
い
、
故
郷
へ
の
愛
情
に�

満
ち
た
す
ば
ら
し
い
作
品
を
残
し
て
い
ま
す
。
洲
本
市
で
は
、
こ
う
し
た
岩
野
泡
鳴
を
た
た
え
、
顕
彰
す
る
と
と
も�

に
、
自
然
や
文
学
・
歴
史
や
伝
統
文
化
を
愛
し
、
新
た
な
文
化
の
創
造
を
担
う
健
や
か
な
子
ど
も
た
ち
が
育
つ
こ
と�

を
願
っ
て
「
泡
鳴
子
ど
も
文
化
賞
」
を
昨
年
度
に
設
け
ま
し
た
。
こ
の
度
第
二
回
「
泡
鳴
子
ど
も
文
化
賞
」
の
表
彰�

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
賞
の
選
考
に
あ
た
っ
た
審
査
員
の
作
家
・
阿
久
　
悠
氏
の
選
評
を
紹
介
し
ま
す
。�

選
　
　
　
評�阿

　
久
　
　
　
悠�

第
二
回
「
泡
鳴
子
ど
も
文
化
賞
」
の
選
考
に
あ
た
っ
て�

�

小
説
・
随
筆
部
門�

35

い
筆
緻
で｢

太
陽
の
笑
顔｣

を
入�

選
作
に
推
し
た
。�

◆
高
校
生
の
部�

　
文
章
は｢

伝
達｣

手
段
で
あ
る�

が
、｢

伝
達
以
上｣

を
期
待
し
て�

い
る
。
わ
か
れ
ば
い
い
と
い
う�

だ
け
で
は
な
く
、
わ
か
ら
せ
て
、�

な
お
、
読
み
手
の
脳
の
中
で
音�

や
色
彩
や
匂
い
や
温
度
を
感
じ�

さ
せ
る
も
の
が
文
章
で
あ
る
。�

最
近
、｢

伝
達｣

は
上
手
に
な
っ�

た
が
、｢

伝
達
以
上｣

が
少
な
く�

な
っ
た
。
文
章
の
中
に
秀
れ
た�

比
喩
が
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
か�

ら
で
あ
る
。
と
思
っ
て
い
た
ら
、�

「
月
の
羽
」
に
は
そ
れ
が
あ
っ�

た
。
文
章
と
状
況
と
物
語
が
一�

致
し
て
い
て
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。�

生
命
と
い
う
現
実
を
美
し
く
抽�

象
化
し
、
し
か
し
、
抽
象
化
し�

き
れ
な
く
な
っ
た
時
に
、
生
命�

が
現
実
化
し
て
失
わ
れ
る
と
い�

う
構
成
も
た
く
み
で
あ
っ
た
と�

思
う
。
文
章
は
、
ま
た
、
デ
リ�

カ
シ
イ
を
欲
す
る
も
の
で
、
一�

席
に
推
し
た
理
由
に
は
そ
れ
も�

あ
る
。�

詩
歌
部
門�

　
ど
の
く
ら
い
自
分
の
目
で
観�

察
し
、
そ
れ
を
大
切
な
こ
と
と�

し
て
感
じ
て
い
る
か
、
そ
れ
が�

感
じ
ら
れ
る
も
の
を
選
ん
だ
つ�

も
り
で
す
。�

　
詩
に
し
ろ
、
短
歌
に
し
ろ
、�

短
い
も
の
ほ
ど
磨
き
に
磨
く
必�

テ
ィ
に
は
勝
て
な
か
っ
た
。
古�

代
ロ
マ
ン
も
戦
争
ノ
ベ
ル
も
、�

ど
う
し
て
み
て
も
借
も
の
の
世�

界
で
、
そ
こ
へ
行
く
と
、
思
い�

が
け
な
く
生
徒
会
長
に
立
候
補�

す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
初
め
は�

そ
う
で
も
な
か
っ
た
が
立
候
補�

し
た
か
ら
に
は
当
選
し
た
い
と�

思
う
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う�

経
過
は
、
作
者
の
心
の
動
き
と�

と
も
に
面
白
か
っ
た
。
何
よ
り�

も
い
き
い
き
と
し
て
い
て
、
こ�

の
作
者
を
好
き
に
な
る
。
そ
う�

い
う
魅
力
で
あ
る
。�

　
私
小
説
的
な
も
の
を
優
先
評�

価
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
虚�

構
で
圧
す
る
に
は
制
限
枚
数
も�

含
め
て
限
界
が
あ
る
。
い
き
な�

り
虚
構
に
飛
ぶ
の
で
は
な
く
、�

現
実
と
虚
構
の
微
妙
の
は
ざ
ま�

あ
た
り
に
、
何
か
魅
惑
の
世
界�

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
…
。
た�

だ
し
、
達
者
な
構
成
力
と
明
る�

る
よ
う
で
、
そ
の
何
で
も
な
い�

こ
と
が
、
実
は
、
観
察
と
記
憶�

の
原
点
で
面
白
か
っ
た
。
家
を�

出
て
か
ら
キ
ャ
ン
プ
地
へ
行
き
、�

そ
こ
で
家
族
で
キ
ャ
ン
プ
生
活�

を
し
、
家
へ
帰
っ
て
来
る
ま
で�

を
た
だ
書
い
て
い
る
だ
け
な
の�

だ
が
、
道
路
の
名
前
、
店
の
名�

前
、
物
の
値
段
、
商
品
名
、
そ�

れ
ら
を
克
明
に
書
い
て
い
て
、�

こ
の
少
年
の
観
察
レ
ン
ズ
が
何�

に
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る
か
が�

よ
く
わ
か
る
の
で
あ
る
。�

◆
中
学
生
の
部�

　
候
補
の
中
に
は
、｢

太
陽
の
笑�

顔｣｢

戦
場
の
魂
た
ち
」
の
よ
う�

な
虚
構
の
大
作
（
？
）
が
あ
っ�

た
の
だ
が
、｢

挑
戦｣

と
い
う
作�

文
の
い
き
い
き
と
し
た
リ
ア
リ�

◆
小
学
生
の
部�

　
「
観
音
寺
で
四
度
目
の
キ
ャ�

ン
プ
」
は
、
何
で
も
な
い
こ
と�

を
ズ
ラ
ズ
ラ
と
書
き
並
べ
て
い�

要
が
あ
る
も
の
で
す
が
、
い
く�

ら
か
即
興
の
一
発
芸
術
的
安
易�

さ
が
、
私
に
は
感
じ
ら
れ
ま
し�

�

た
。
言
葉
を
選
び
ぬ
く
教
育
と�

い
う
の
は
で
き
な
い
も
の
で
し�

ょ
う
か
。�

�

泡鳴子ども文化賞�

詩
歌
部
門

�

小
説
・
随
筆
部
門�

調
査
研
究
部
門�

小学生の部�

　　〃　　�

中学生の部�

　　〃�

高校生の部�

小学生の部�

中学生の部�

高校生の部�

小学生の部�

中学生の部�

高校生の部�

詩　　ひいおじいちゃんの死�

短歌�

詩　　あたり前のこと�

短歌�

短歌�

�

作文　挑戦�

小説    月の羽�

　　　ちりめんじゃこの研究�

　　　淡路の方言を調べて�

　　　デイサービスから考える高齢者福祉�

洲本市立洲本第三小学校　３年生　高田  悠介　男�

洲本市立洲本第一小学校　６ 〃     藤岡  洋貴　男�

柳　学　園　中　学　校　１ 〃     三浦  裕江　女�

洲本市立青雲中学校　３ 〃     奥村　 崇　男�

兵庫県立三原高等学校　２ 〃     櫻井  規江　女�

該　当　な　し�

洲本市立洲浜中学校　３ 〃     畑　 知子　女�

兵庫県立三原高等学校　３ 〃     西内  慶子　女�

神戸大学附属明石小学校　４ 〃     生田  アン　女�

柳　学　園　中　学　校　３ 〃     藤岡  勇貴　男�

兵庫県立洲本高等学校　２ 〃     山口  真穂　女�

�上記受賞者のほかに、入選者　３０名�

応募総数：1007点　　　詩歌部門：916点　　　小説・随筆部門：85点　　　調査研究部門：6点�

題　　名� 学　校　名� 学年� 氏 名 � 性別�
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写真ニュース　PHOTO NEWS　写真ニュース　PHOTO NEWS　写真ニュース　PHOTO NEWS

　市内の中学生が環境問題を考える「子ども環境サミット」が�
２月１７日、市立５校の生徒代表１７人と市、県の関係者１５人が参
加して洲本総合庁舎で行われました。環境問題への意見などの
あと「ポイ捨ては絶対しない」などのサミット宣言がまとめら
れました。�

　阪神・淡路大震災の教訓を生かして安全で安心できるまちづ
くりを考える「まちづくりシンポジウム２０００」が２月１９日
みくまホール（洲本ポートターミナルビル）で行われました。
市と洲本建設業組合が主催で、「防災からみた、これからのま
ちづくり」と題した室 益輝・神戸大学教授の基調講演のあと
パネリスト５人によるパネルディスカッションが行われました。�

　「洲本市健康福祉のつどい」が２

月２０日、総合福祉会館で行われまし

た。介護保険コーナーなどのほか、

「今、幸せでっか」と題した大村崑

さんの講演が行われました。�

　洲本おのころライオンズクラブ
（中野兼三会長）から、この度洲
本第三小学校に木製ベンチが寄贈
されました。第三幼稚園との間に
設置されていますので、園児の送
迎時や散歩時などの休憩所として
利用してください。�

　「第１１回全国勤労者ふるさと
交流会・ソフトバレーボール in
あわじ」が２月１２～１３日、洲本
高校など３か所で開かれました。
全国から６０チームが参加、試合
を通じて交流を深めました。�

　３月２３日放送のＮＨＫ「ひるどき日本
列島」（午後０時２０分～４３分）が洲本から
放送されます。３月２０日からの５日間、
淡路島各市町から放送の予定で、２３日に
は、成ヶ島から海浜植物の紹介や潮干狩
りの模様などが中継される予定です。ぜ
ひ、ご覧ください。�

豊かな自然を残して�

成ヶ島が「ひるどき日本列島」�
で放送されます�

60チームが熱戦�

宝くじの助成で作業用備品を配備�

ベンチが寄贈されました�大村　崑さんが講演�
市民アンケートにご協力ください�

震災の教訓をまちづくりに�

　大浜公園内にある皆楽殿（市商工観光課管理）に、
この度美観維持作業用備品が配備されました。自治宝
くじの助成を受け購入したもので、運搬車１台、刈払
機１０台、チェーンソー３台、植木バリカン１台が配備
され、同公園の美化活動などに活用されます。�

　市では、この度取得
したサービスの品質を
保証する国際規格「Ｉ
ＳＯ９００２」を有効
に運用するため、市民
アンケートを実施して
います。アンケート内
容は、　事務処理が適
正に行われているか　
　サービスは公正に行
われているか　　職員
の対応はどうかなどで、
アンケート用紙は市役
所１階の両サイドに設
置しています。市民の

皆さんの声をお聞かせください。�

▽

▽

▽
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１０�

ラ
２
０
０
０
」
の
開
幕
と
「
洲�

本
市
制
施
行
六
十
周
年
」
を
記�

念
し
て
、「
ひ
る
の
散
歩
道
」
の�

公
開
録
音
を
行
い
ま
す
。
入
場�

は
無
料
で
す
。�

◆
と
　
き
　
四
月
十
四
日
　
、�

　
午
後
五
時
開
場
、
五
時
四
十�

　
分
開
演
（
七
時
半
終
演
）�

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
市
民
会
館�

◆
出
　
演
　
渥
美
二
郎
、
中
村�

　
美
律
子
、
湯
原
昌
幸
、
岩
出�

　
和
也�

◆
入
場
申
込
方
法
　
往
復
は
が�

　
き（
一
枚
に
つ
き
一
人
限
り
）�

　
の
往
信
用
裏
面
に
、
▽
郵
便�

　
番
号
▽
住
所
▽
氏
名
▽
年
齢�

　
▽
電
話
番
号
を
書
い
て
申
し�

　
込
ん
で
く
だ
さ
い
。ま
た
、返�

　
信
用
表
面
に
も
▽
郵
便
番
号�

　
▽
住
所
▽
氏
名
を
必
ず
記
入�

　
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
者
多�

　
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。�

◆
あ
て
先
　
〒
６
５
６
・
８
６�

　
８
６
　
洲
本
市
役
所
「
ひ
る�

　
の
散
歩
道
」
公
開
係�

◆
締  

切
　
三
月
三
十
一
日
　
、�

　
必
着�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
企
画
部�

企
画
課（
☎
２
２
・
３
３
２
１
）�

へ
。�

�

　
洲
本
市
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送�

局
で
は
、
「
ジ
ャ
パ
ン
フ
ロ
ー�

　
ゴ
ミ
の
無
い
、
美
し
い
島
づ�

く
り
を
目
指
し
て
「
ポ
イ
捨
て�

等
防
止
条
例
」
が
三
月
一
日
、�

全
島
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し�

　
　
　
　
　
　
た
。�

　
　
　
　
　
　
　
特
に
市
で
は
、�

　
　
　
　
　
　
新
都
心
ゾ
ー
ン�

　
　
　
　
　
　
を
美
化
区
域
に�

　
　
　
　
　
　
指
定
し
て
、
ほ�

　
　
　
　
　
　
か
の
地
域
の
模�

　
　
　
　
　
　
範
と
な
る
よ
う�

　
　
　
　
　
　
ポ
イ
捨
て
に
よ�

　
　
　
　
　
　
る
ゴ
ミ
の
散
乱�

　
　
　
　
　
　
や
ふ
ん
害
の
防�

　
　
　
　
　
　
止
な
ど
に
取
り�

　
　
　
　
　
　
組
み
ま
す
。�

�

　
洲
本
市
納
税
組
合
は
、
各
地�

域
や
職
域
別
に
設
立
さ
れ
、
現�

在
一
〇
三
の
組
合
が
あ
り
ま
す
。�

　
そ
の
連
合
組
織
が
洲
本
市
納�

税
組
合
連
合
会
で
、
各
地
域
と�

職
域
組
合
の
代
表
者
十
七
人
で�

理
事
会
を
組
織
し
、
納
税
組
合�

へ
の
加
入
や
口
座
振
替
の
推
進�

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。�

　
現
在
、
納
税
組
合
へ
未
加
入�

の
人
は
、
こ
の
機
会
に
納
税
組�

合
へ
の
加
入
を
お
す
す
め
し
ま�

す
。
納
税
組
合
へ
加
入
さ
れ
ま�

す
と
市
税
の
取
り
扱
い
報
償
金�

が
納
税
組
合
に
支
給
さ
れ
ま
す�

の
で
、
地
域
に
お
い
て
活
用
し�

て
い
た
だ
け
ま
す
。�

　
ま
た
、
市
税
を
銀
行
・
郵
便�

局
で
口
座
振
替
の
手
続
き
を
さ�

れ
ま
す
と
、
納
期
ご
と
に
金
融�

機
関
へ
納
付
に
行
か
な
く
て
も�

納
期
日
に
口
座
か
ら
振
替
納
付�

さ
れ
ま
す
の
で
、
税
金
の
収
め�

忘
れ
や
手
間
が
省
け
ま
す
。�

　
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
各
納�

税
組
合
長
、
市
役
所
税
務
課
、�

銀
行
、
郵
便
局
の
窓
口
で
取
り�

扱
っ
て
い
ま
す
。�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
総
務
部�

税
務
課
（
☎
２
２
・
３
３
２
１�

内
線
４
１
４
）
へ
。�

�

　
昨
年
六
月
に
各
ご
家
庭
に
お�

配
り
し
て
い
る
指
定
ご
み
袋
に�

つ
い
て
、
次
の
条
件
の
す
べ
て�

に
該
当
す
る
場
合
、
燃
え
る
ご�

み
用
と
燃
え
な
い
ご
み
用
の
袋�

を
交
換
で
き
ま
す
。�

◆
ご
み
袋
が
交
換
で
き
る
世
帯�

①
燃
え
る
ご
み
用
か
燃
え
な
い�

ご
み
用
の
袋
が
不
足
し
て
い
る�

こ
と
。�

②
世
帯
構
成
員
が
五
人
以
上
で�

あ
る
こ
と
。�

③
日
常
的
に
ご
み
の
減
量
化
、�

�

再
資
源
化
に
努
め
て
い
る
こ
と
。�

◆
交
換
で
き
る
枚
数
　
二
十
枚�

以
内�

◆
交
換
で
き
る
期
間
　
四
月
三�

日
　
か
ら
六
月
三
十
日
　
ま
で�

◆
交
換
場
所
　
市
役
所
環
境
整�

備
課
か
由
良
支
所�

◆
持
参
す
る
も
の  

交
換
を
希�

望
す
る
袋
と
印
鑑�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
福�

祉
部
環
境
整
備
課
（
☎
２
２
・�

３
３
２
１
内
線
３
４
３
）
へ
。�

�

広
告�

夢あるくらしのパートナー�

理 事 長 � 藤　　　勝�
本店／洲本市栄町一丁目３番１７号 TEL.０７９９（２２）５５５５（代）�
店舗　淡路地域１８ヵ店　阪神地域５ヵ店　播磨地域５ヵ店�

岩 出 和 也 � 湯 原 昌 幸 � 中 村 美 律 子 �

公
開
録
音
の
お
知
ら
せ�
公
開
録
音
の
お
知
ら
せ�
「
ひ
る
の
散
歩
道
」�（金）�

（金）�

（金）�

（月）�

納
税
組
合
・
口
座
振�

替
制
度
へ
加
入
を�

指
定
ご
み
袋
の
交
換
に
つ
い
て�

ポ
イ
捨
て
等
防
止
条
例

�
�

新都心ゾーンを美化区域に指定�
美 化 区 域� 3

月
1
日�

ス
タ
ー
ト�

3
月
1
日�

ス
タ
ー
ト�

◆と　　き　４月８日（土）～２３日（日）、午前９時～午後５時（火曜日休園）�
◆と こ ろ　淡路ファームパーク（三原町八木）�
◆展示作品　特選、準特選、入選作品写真パネル  ２８点�
�

●兵庫県統計グラフコンクール巡回展示�

ジ
ャ
パ
ン
フ
ロ
ー
ラ
　
・
洲
本
市
制
施
行
６０
周
年
記
念�

2000渥 美 二 郎 �



１１�

わが家の　 ホ ー プ�

春の全国交通安全運動�
〔4月6日～15日〕�

このほかにも保険料の納付は、納め忘れがなく便利で安心な口座振替、納付組織もご利用ください。�

固定資産課税台帳の�
縦覧のお知らせ�

市民交通傷害保険に�
　加入しましょう�

届け出は基礎年金番号で！�

ぼくは、「チャイルドシート」�
ママは、「シートベルト」を締めましょう。�

　４月１日から、チャイルドシートの着用が義務

化されます。子どもを交通事故から守りましょう。�

�

�

　洲本市内で今年、既に２人が交通事故で死亡し

ています（２月末現在）。次のような交通安全ア

ドバイスを守って、交通事故のない洲本市を実現

しましょう。�

◆自動車を運転する場合�
　シートベルト、チャイルドシートは必ず着用す

　る。�

　運転中は、携帯電話の使用など脇見運転をしない。�

　とっさの時に、危険が回避できる安全速度で走る。�

◆自転車を利用する場合�
　バランスを失う２人乗りや傘さし運転はしない。�

　夜間は反射材を活用し、ライトを点けて存在を

　知らせる。�

　酒に酔った状態で乗ると、飲酒運転として処罰

　される。�

◆歩行者（特に子どもや高齢者）の場合�
　信号は必ず守り、青信号でも左右の安全を確認

　して横断する。�

　停止している車の間や前後から飛び出しをしない。�

　夜間は、白っぽい服装や反射材を活用して存在

　を知らせる。�

　平成１２年度の土地、家屋、償却資産の

「固定資産課税台帳」の縦覧を行います。�

　これは、固定資産課税台帳に登録され

た事項を、納税義務者に縦覧していただ

き課税の正確を高めるものです。もし、

固定資産課税台帳に登録された価格に不

服がある場合には、洲本市固定資産評価

審査委員会に対して、文書で審査を申し

出ることができます。申し出期間は、縦

覧期間の初日（４月３日）から納税通知書

の交付を受けた日後３０日までの間です。�

◆縦覧期間�
　４月３日（月）～４月２４日（月）までの�

　午前８時３０分～午後５時１５分まで

　（土曜日、日曜日を除く）�

◆縦覧場所�
　市役所総務部税務課固定資産税係�

　詳しくは、市総務部税務課固定資産税

係（☎２２・３３２１内線２６０・２６
１・２６２）へ。�

�

�

�

�

　平成１２年度の固定資産税・都市計画

税の納期は次のとおりです。�

　第１期    平成１２年５月１７日～５月３１日

　第２期    平成１２年７月１７日～７月３１日

　第３期    平成１２年１２月１１日～１２月２５日

　第４期    平成１３年２月１９日～２月２８日�

　市では、毎年多発する交通事故の被害者を

救済し、明るい市民生活を守るため市民交通

傷害保険制度を設けています。�

　本市に住民登録している人や通勤、通学し

ている人なら誰でも加入できます。�

◆保 険 期 間　５月１日から翌年４月３０日
までの１年間。現在、加入されている皆さん

も４月３０日に保険期間が終了しますので、

新規加入をお願いします。�

◆保　険　料　１人１口３６０円（月割３０
円）で２口まで加入できます。�

◆支払保険料　加入口数１口につき最高１０
０万円（死亡）、最低５千円（傷害）の保険

金が受けられます。�

◆加 入 手 続　町内会の役員さんから配布さ
れた申込カード（３部複写）にボールペンで

強くはっきりと書き、保険料を添えてお申し

込みください。�

　交通事故にあった場合は、たとえ単独事故

（自転車での転倒事故など）でも警察に届け

てください。�

　詳しくは、市役所市民健康課市民相談係

（☎２２・３３２１内線３４６）へ。�

　国民年金に加入している学生や自営業の人

（第一号被保険者）、扶養されている配偶者（第

三号被保険者）の人が、就職して厚生年金保

険や共済組合に加入する時は、第二号被保険

者に種別が変更になります。�

　厚生年金保険などへの加入の届け出は、就

職した職場が行ってくれますので、必ず「年

金手帳」や「基礎年金番号通知書」を職場に

提出してください。�

　詳しくは、市民健康課国保年金係（☎２２
・３３２１内線２５５）へ。�

洲本市・洲本警察署・洲本交通安全協会�

交通安全アドバイス�

　平成１２年度国民年金の保険料は、１１年度と同じ月額１３，３００円です。また、保険料

は毎月納める方法と、４月に１年分まとめて納める前納方法があり、前納すると保険料が割

り引かれ、納め忘れもなく安心です。�

毎月納付した場合の年額�前納した場合の年額� 割　引　額�

固定資産税・都市計画税の�
納期のお知らせ�

就職される皆さんへ�

4月3日
から�

新規受付
�

▼
▼

▼
▽
▽
▽
▽

▽
▽

▽
▽

▽
▽

▽
▽

▽

国民年金保険料は毎月13,300円�国民年金保険料は毎月13,300円�

定　額　保　険　料�

定額＋付加保険料�

１５９,６００円�

１６４,４００円�

１５５,７５０円�

１６０,４３０円�

３,８５０円�

３,９７０円�

　市長選挙・市議会議員選挙が、今年は次の日程で同日に行われます。（こ

れまで任期満了日が異なるため、個別に行われてきましたが、公職選挙法の

改正により同日選挙が可能となりました）�

　◆告　示　日　　7月 9日（日）�

　◆投　票　日　　7月16日（日）�

　◆立候補予定者説明会�
　　　　出席は各候補者２人以内でお願いします。�

　　　市議会議員選挙  �
　　　　・ と　き　５月１６日（火）、午後１時３０分～�

　　　　・ ところ　市民会館　第１・２会議室�

　　　市長選挙�
　　　　・ と　き　５月１９日（金）、午後１時３０分～�

　　　　・ ところ　市役所南庁舎３階　３０１会議室�

　詳しくは、市選挙管理委員会（☎２２・３３２１内線３０５）へ。�
▽

▽

▼
入 汐 望 結 ちゃん�

いり　　しお　 み　　 ゆ�

（平成９年１２月１７日生まれ）�
（由良町内田）�

のびのび元気に育ってネ。母：智  枝さん�



１２�

　
第
二
次
世
界
戦
争
後
、
西
洋�

医
学
は
ペ
ニ
シ
リ
ン
に
始
っ
た�

抗
菌
物
質
が
感
染
症
に
画
期
的�

効
果
を
発
揮
、
科
学
の
進
歩
は�

Ｃ
Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
・
エ
コ
ー
な
ど�

の
機
器
や
血
液
等
の
化
学
検
査�

等
で
病
気
の
診
断
、
治
療
に
素�

晴
ら
し
い
発
展
を
し
ま
し
た
。�

　
そ
の
一
方
西
洋
薬
の
重
篤
な�

副
作
用
が
あ
り
、
生
活
習
慣
病�

（
成
人
病
）
に
対
し
て
西
洋
医�

学
で
解
決
で
き
な
い
病
気
も
出�

て
き
ま
し
た
。�

　
そ
こ
で
肝
・
腎
・
肺
等
臓
器�

を
目
標
と
せ
ず
身
体
全
体
を
癒�

す
全
人
医
療
が
言
わ
れ
る
よ
う�

に
な
り
ま
し
た
。�

　
欧
米
で
も
東
洋
医
学
の
研
究
、�

漢
方
薬
や
針
灸
が
か
な
り
使
用�

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。�

　
明
治
政
府
は
漢
方
医
学
を
棄�

て
、
医
師
免
許
は
西
洋
医
学
を�

修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ�

と
に
し
ま
し
た
。
昭
和
五
十
年
、�

保
険
で
漢
方
薬
が
使
用
で
き
る�

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

　
身
体
の
ど
こ
が
ど
の
よ
う
に�

悪
い
の
か
、
ど
ん
な
病
気
か
を�

診
断
し
た
り
、
手
術
療
法
や
抗�

生
物
質
の
有
効
な
病
気
は
西
洋.�

医
学
の
得
意
と
す
る
一
方
、
成�

人
病
の
一
部
や
、
特
に
日
本
人�

に
多
い
　
冷
え
症
　
は
西
洋
医�

学
に
は
そ
の
病
名
す
ら
な
く
、�

漢
方
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
。�

　
ま
た
女
性
ホ
ル
モ
ン
（
エ
ス�

ト
ロ
ゲ
ン
）
の
作
用
が
最
近
い�

ろ
い
ろ
研
究
さ
れ
、
女
性
長
寿�

の
根
拠
も
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
に
あ�

る
こ
と
が
解
明
、
女
性
の
更
年�

期
障
害
の
治
療
に
最
も
有
効
で�

あ
る
一
方
、
ホ
ル
モ
ン
療
法
で�

は
よ
く
な
ら
ず
、
漢
方
療
法
が�

著
効
を
示
す
場
合
も
非
常
に
多�

い
も
の
で
す
。�

　
西
洋
医
学
、
東
洋
医
学
に
偏�

す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の�

長
所
を
活
用
す
る
の
が
大
切
で�

し
ょ
う
。
二
十
一
世
紀
を
目
前�

に
、
少
子
高
齢
の
時
代
、
全
人�

的
医
療
に
よ
り
、
精
神
的
身
体�

的
共
に
健
康
な
人
生
を
満
喫
で�

き
る
よ
う
に
す
る
の
が
二
十
一�

世
紀
の
医
学
と
思
わ
れ
ま
す
。�

��

　
昭
和
五
十
年
か
ら
五
十
二
年�

生
ま
れ
の
人
は
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ�

ン
を
接
種
し
た
に
も
か
か
わ
ら�

ず
、
抗
体
保
有
率
が
低
い
と
国�

の
公
衆
衛
生
審
議
会
か
ら
報
告�

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
年
齢
層�

の
人
で
、
ポ
リ
オ
ウ
ィ
ル
ス
常�

在
国
に
渡
航
さ
れ
る
時
や
子
供�

が
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を�

受
け
る
時
に
は
、
再
度
予
防
接�

種
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し�

�

�

◆
と
こ
ろ
　
し
づ
の
お
だ
ま
き�

　
館
（
津
名
町
志
筑
）�

◆
講
　
師
　
佐
々
木
正
美
・
川�

　
崎
医
療
福
祉
大
学
教
授�

◆
会
　
費
　
前
売
・
千
円
（
当�

　
日
・
千
二
百
円
）�

▼
詳
し
く
は
、わ
た
ぼ
う
し（
☎�

０
７
９
９
・
３
２
・
１
４
０
０
）へ
。�

井
通
五
―
一
―
一
　
☎
０
７
８�

・
２
３
２
・
４
４
１
１
）�

▼
詳
し
く
は
、
市
保
健
セ
ン
タ�

ー
（
☎
２
２
・
３
３
２
１
、
四�

月
三
日
　
か
ら
は
☎
２
２
・
３�

３
３
７
）
へ
。�

��

　
心
身
障
害
児
通
園
施
設
「
わ�

た
ぼ
う
し
」
な
ど
で
は
、
「
発�

達
が
気
に
な
る
子
ど
も
へ
の
か�

か
わ
り
」
と
題
し
た
講
演
会
を�

開
催
し
ま
す
。�

◆
と
　
き
　
四
月
十
五
日
　
、�

　
午
後
一
時
半
〜�

�

ま
す
。
任
意
接
種
の
た
め
四
千�

円
が
必
要
で
す
。�

　
今
年
の
予
防
接
種
は
、
五
月�

一
日
　
は
由
良
公
民
館
、
五
月�

十
日
　
、
十
二
日
　
、
十
五
日�

　
は
健
康
福
祉
館
で
行
い
ま
す
。�

接
種
希
望
の
人
は
保
健
セ
ン
タ�

ー
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ�

さ
い
。�

　
ま
た
、
次
の
病
院
で
も
接
種�

で
き
ま
す
。�

▽
兵
庫
医
科
大
学
病
院
（
西
宮�

市
武
庫
川
町
一
―
一
、
☎
０
７�

９
８
・
４
５
・
６
１
１
１
）
▽�

神
戸
市
中
央
保
健
所
（
海
外
渡�

航
者
の
み
　
神
戸
市
中
央
区
雲�

�

写真の人に出合ったら、広報�
にのっていたねと、ひと声か�
けてね。�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
洲
本
市
医
師
会
、
洲�

本
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
連
載
し�

て
い
ま
す
。�

”�

“�

●
三
月
二
十
七
日

　
▽
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
半

　
　
洲
本
保
健
所

●
四
月
十
九
日�

　
▽
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
半

　
　
洲
本
市
健
康
福
祉
館

松本産婦人科医院

松本　敬明 医師

全

人

的

医

療

�

　

〜

東

西

医

学

の

統

合

〜

�

�

�

昭
和
５０
年
〜
５２
年�

生
ま
れ
の
人
は
、�

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン�

の
追
加
接
種
を�

（月）�（水）�

（金）�

（月）�

（土）�

（月）�

（月）�
（水）�

献
　
血
　
日
　
程�

子
ど
も
の
発
達
が�

気
に
な
る
皆
さ
ん
へ�



１３�

◆
作
り
方�

①
小
麦
粉
は
ふ
っ
て
お
く
。�

�

②
ボ
ー
ル
に
Ａ
と
牛
乳
大
さ
じ�

　
３
を
合
せ
、
よ
く
混
ぜ
る
。�

③
人
肌
位
に
暖
め
た
牛
乳
と
溶�

　
か
し
た
バ
タ
ー
（
レ
ン
ジ
で�

　
二
十
〜
三
十
秒
加
熱
）
を
加�

　
え
よ
く
混
ぜ
、
ラ
ッ
プ
を
掛�

　
け
三
十
分
ね
か
せ
る
。�

�

④
フ
ラ
イ
パ
ン
に
薄
く
油
を
塗�

　
り
、
③
を
流
し
入
れ
、
両
面�

　
に
薄
く
焼
き
め
を
つ
け
、
八�

　
〜
十
枚
焼
く
。�

⑤
飾
り
用
い
ち
ご
を
残
し
、
み�

　
じ
ん
切
り
に
し
、
Ｂ
を
加
え
、�

　
折
っ
た
ク
レ
ー
プ
に
か
け
る
。
　�

　
ア
カ
エ
グ
リ
バ
は
ガ
の
仲
間�

で
、
前
羽
の
後
縁
が
強
く
え
ぐ�

�

ら
れ
、
羽
の
端
が
と
が
っ
て
い�

ま
す
。
両
羽
を
広
げ
た
長
さ
は�

約
五
　
、
全
体
に
褐
色
で
頭
胸�

部
は
赤
み
を
帯
び
て
い
ま
す
。�

　
成
虫
は
六
月
か
ら
八
月
と
十�

月
ご
ろ
に
現
わ
れ
、
モ
モ
、
ナ�

�

シ
、
イ
チ
ジ
ク
な
ど
の
果
実
の�

汁
を
吸
う
害
虫
で
す
。
成
虫
で�

冬
を
越
す
の
で
、
暖
か
い
日
に�

は
、
冬
で
も
灯
火
に
飛
ん
で
く�

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

　
幼
虫
は
細
長
い
円
筒
状
で
暗�

い
灰
色
を
帯
び
、
ア
オ
ツ
ズ
ラ�

フ
ジ
の
葉
を
食
べ
ま
す
。
終
令�

幼
虫
は
紫
が
か
っ
た
灰
色
で
、�

体
長
は
六
　
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。�

葉
な
ど
を
綴
っ
て
ま
ゆ
を
作
り
、�

さ
な
ぎ
に
な
り
ま
す
。�

　
ア
カ
エ
グ
リ
バ
は
暖
地
性
の�

ガ
で
、
本
州
、
四
国
、
九
州
に�

分
布
す
る
普
通
種
で
す
。
淡
路�

島
で
も
各
地
に
見
ら
れ
ま
す
。�

よ
う
専
任
指
導
員
が
指
導
に
あ�

た
っ
て
い
ま
す
。�

　
ご
希
望
の
人
は
、
児
童
セ
ン�

タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

◆
開
設
日
　
毎
週
火
〜
土
曜
日�

　
の
放
課
後
か
ら
午
後
五
時
半�

　
ま
で
。
夏
休
み
な
ど
は
、
午�

　
後
一
時
か
ら
五
時
半
ま
で
。�

◆
参
加
料
　
無
料�

▼
詳
し
く
は
、同
セ
ン
タ
ー（
福�

祉
会
館
内
☎
２
６
・
０
０
２
２
、�

午
後
一
時
〜
六
時
ま
で)

へ
。�

設
立
さ
れ
、
英
会
話
教
室
や
海�

外
へ
の
青
少
年
親
善
訪
問
団
派�

遣
、
外
国
人
留
学
生
と
の
交
流�

会
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。�

年
会
費
は
個
人
で
五
千
円
で
す
。�

▼
詳
し
く
は
、
同
協
会
事
務
局�

（
市
役
所
企
画
部
企
画
課
☎
２�

２
・
３
３
２
１
）
へ
。�

契
約
で
は
、
契
約
で
定
め
た
期�

間
が
満
了
す
る
と
、
更
新
さ
れ�

る
こ
と
な
く
確
定
的
に
借
家
契�

約
が
終
了
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
こ
の
契
約
を
結
ぶ
こ�

と
が
で
き
る
建
物
は
住
宅
だ
け�

で
な
く
、
ビ
ル
の
一
室
な
ど
事�

業
用
の
建
物
を
借
り
る
場
合
に�

も
結
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

▼
詳
し
く
は
、
神
戸
中
央
総
合�

住
宅
相
談
所
（
☎
０
７
８
・
３�

６
０
・
２
５
３
６
）
へ
。�

　
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
新�

規
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。�

同
協
会
は
市
民
レ
ベ
ル
の
交
流�

機
関
と
し
て
平
成
六
年
七
月
に�

　
洲
本
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、�

両
親
と
も
働
い
て
い
る
な
ど
で
、�

昼
間
保
護
者
の
い
な
い
家
庭
の�

小
学
生
一
〜
三
年
の
児
童
を
お�

預
か
り
し
て
、
楽
し
く
遊
ん
だ�

り
、
学
習
し
た
り
、
基
本
的
な�

生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
ら
れ
る�

　
兵
庫
県
警
で
は
、
警
察
官
を�

募
集
し
ま
す
。
受
付
期
間
は
三�

月
二
十
八
日
　
〜
四
月
十
七
日�

　
で
す
。�

▼
募
集
人
員
な
ど
詳
し
く
は
、�

�

洲
本
警
察
署
（
☎
２
２
・
０
１�

１
０
）
か
、
最
寄
り
の
交
番
、�

派
出
所
へ
。�

　
　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興�

基
金
で
は
、
住
宅
再
建
等
に
係�

る
利
子
補
給
事
業
の
申
請
受
付�

期
間
を
本
年
三
月
三
十
一
日
か�

ら
平
成
十
三
年
三
月
三
十
一
日�

ま
で
延
長
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃�

負
担
事
業
に
つ
い
て
は
、
補
助�

額
が
増
額
さ
れ
ま
す
。�

▼
詳
し
く
は
、
神
戸
中
央
総
合�

住
宅
相
談
所
（
☎
０
７
８
・
３�

６
０
・
２
５
３
６
）
へ
。�

　
「
良
質
な
賃
貸
住
宅
等
の
供�

給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置�

法
」
が
昨
年
十
二
月
十
五
日
に�

公
布
さ
れ
、
今
年
の
三
月
一
日�

か
ら
家
主
と
借
家
人
が
賃
貸
借�

契
約
で
定
め
た
期
間
が
満
了
し�

た
と
き
に
確
定
的
に
借
家
契
約�

が
終
了
す
る「
定
期
借
家
契
約
」�

を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に�

な
り
ま
し
た
（
書
面
の
交
付
と�

説
明
が
必
要
）。�

　
こ
れ
ま
で
の
借
家
契
約
で
は
、�

正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
、
家�

主
か
ら
更
新
を
拒
絶
す
る
こ
と�

は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い�

ま
し
た
。
し
か
し
、
定
期
借
家�

�

ア
カ
エ
グ
リ
バ�

ク

レ

ー

プ

�

　
　
　
（
い
ち
ご
ソ
ー
ス
）�

２１７�

７９�

冬を越すアカエグリバ�

写真�
文�

堀　田　　　久�
（淡路昆虫研究会会長）�

Ａ�

Ｂ�

セ
ン�

チ�

セ
ン�

チ�

グラ�
ム�

グラ�
ム�

グラ�
ム�

◆材料（４人分）�

小麦粉　　　　　　８０�

砂糖　　　　　　　３０�

卵　　　　　　　　　２個�

牛乳　　　　　　２００�

バター　　　　　　２０�

いちご　　　　　１パック�

砂糖　　　　　　大さじ３�

レモン汁　　　　小さじ１�

�

栄養士　�

　　　川　口　睦　子�

シー�
シー�

●平成12年度淡路すこやか大学�
　　　いざなぎ学園講座生募集�

県立淡路文化会館では、淡路すこやか大学の受講生を募集しています。４月１３日（木）まで。�

▲
� 詳しくは、同会館（☎ 0799・85・1391）へ。�
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１４�１４�

火�
日�

由 良 小 学 校 体 育 館�
洲本市スポーツセンター�

p.m．5：00～6：30（少年・一般）�
p.m．7：00～9：00（少年・一般）�

広
告�

“糸東流空手道”練習生募集�
（しとうりゅう）�

●

入
会
随
時
●

見
学
者
歓
迎�

●少年は基本中心の　　　“体育空手”�
●青年は応用練習における“競技空手”�
●熟年は「型」中心の　　“健康空手”�

※対　　象�
�

※会　　費�
※所属団体�
※連 絡 先�
�

（財）全日本空手道連盟糸東会�
「拳志会」淡路島道場 TEL.42－2517

3，000円�

練習日� 時　　　　間� 場　　　　所�

広
告�

“ヤマハ・英語・音楽教室”�
2000年春　生徒募集中！�

2歳～大人まで　早期入会キャンペーン中�

お問い合わせは、お気軽に下記までどうぞ。�

ヤマハミュージック神戸・淡路営業所�
TEL. 0799（23）0888

ただ今、無料体験実施中�

◆受付期間�
　平成１２年４月３日（月）～平成１２年９月２９日（金）、�

　午前９時～午後５時まで�

　（ただし、土・日・祝日を除きます）�

◆分譲決定　先着申込受付順で決定します�

◆受付場所�
　　市役所由良支所  　市役所都市整備部管理課�

◆分譲区画数�
　　１１区画�

◆分譲区画面積�
　　１３２.６５平方　～２５３.００平方�

◆分譲単価�
　　１３４，０００円／　～１６８，０００円／　　�

◆建築条件�
　　一戸建住宅のほか事務所、店舗、倉庫等も建築が�

　　可能です。�

　　建ぺい率は６０　。�

　　建物の階数は２階までとします。�

「分譲のしおり」は由良支所か市役所都市整備部管理�

課にあります。�

　詳しくは、市役所都市整備部管理課（☎２２・３３�

２１・内線３４０）へ。�

由良埋立地の宅地分譲のご案内� 狂犬病の予防注射・犬の登録�
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分譲地�

都合のよい会場で必ず受けて下さい。�

上記の会場に来られない時は、下記の専任獣医師と相談してください。�
・立 花 動 物 病 院／上物部８３１の３　☎２２・３５７７　　・杉村動物クリニック／大野２８０の１０　☎２２・２７７０�
・山 本 動 物 病 院／上内膳１２１の１　☎２２・５９９９　　・池　田　獣　医　科／大野４２０の１５　☎２２・２８１７�
�

4月6日（木）�
�
�
�
�

7日（金）�
�
�
�
�
�

10日（月）�
�
�

11日（火）�
�
�
�

12日（水）�
�
�

13日（木）�
�
�
�
�

14日（金）�
�
�
�

17日（月）�
�
�
�

18日（火）�
�
�
�

19日（水）�
�

20日（木）�
�
�
�

21日（金）�
�
�
�

24日（月）�

　９：４０～１０：３０�

１０：４０～１２：００�

１３：２０～１３：５０�

１４：００～１４：２０�

１４：４０～１５：３０�

　９：３０～１０：２０�

１０：３０～１１：２０�

１１：３０～１２：００�

１３：２０～１４：００�

１４：１０～１４：３０�

１４：４０～１５：００�

　９：３０～１０：５０�

１１：００～１２：００�

１３：３０～１５：００�

　９：２０～　９：５０�

１０：００～１０：４０�

１１：００～１１：５０�

１３：３０～１４：３０�

１０：００～１０：５０�

１１：００～１１：５０�

１３：３０～１４：３０�

　９：２０～１０：００�

１０：１０～１０：４０�

１０：５０～１１：３０�

１３：００～１３：３０�

１３：５０～１４：２０�

　９：３０～１０：３０�

１０：４０～１１：３０�

１３：００～１４：００�

１４：２０～１５：３０�

　９：３０～１０：３０�

１０：４０～１１：３０�

１３：１０～１４：００�

１４：２０～１５：００�

１０：００～１０：３０�

１０：４０～１２：００�

１３：３０～１４：００�

１４：１０～１５：００�

１０：００～１１：３０�

１３：００～１４：３０�

　９：２０～１０：００�

１０：１０～１０：３０�

１０：５０～１１：５０�

１３：１０～１４：３０�

１０：００～１０：５０�

１１：００～１１：３０�

１３：００～１３：３０�

１４：００～１５：００�

　９：３０～１０：３０�

１０：４０～１１：５０�

１３：１０～１４：００�

１４：１０～１５：００�

前 古 宮 集 乳 所�

安　乎　連　絡　所�

宮 野 原 公 会 堂�

山 田 原 真 浄 寺 下�

安 乎 浜 公 会 堂 横�

三 木 田 公 会 堂�

市　原　公　会　堂�

安　坂　公　会　堂�

中 川 原 公 会 堂�

前厚浜消防分団前�

諏　訪　神　社　前�

洲 本 保 健 所 前�

潮消防団器具倉庫前�

宇 山 天 理 教 前�

きしかわ神社境内�

大 森 谷 竹 中 宅 前�

奥　畑　公　民　館�

下内膳市営住宅横�

由良４丁目バス停前�

由　良　支　所　前�

由 良 中 学 校 前�

住　吉　神　社　前�

内　田　明　神　前�

由良天川クラブ前�

上　灘　出　張　所�

中 津 川 バ ス 停 前�

大 野 バ ス 停 前�

白　髭　神　社　前�

新 村 Ｊ Ａ 集 荷 場�

物部中島荒神境内前�

旧 宇 原 公 会 堂 前�

宇 原 野 球 場 前 �

ア グ リ 公 園 前�

金 屋 開 集 乳 所 前�

猪 鼻 集 乳 所 前�

千 草 東 公 民 館 前�

上田原自治会館前�

野 旦 田 集 乳 所 前�

伊勢の森神社（川西公会堂）�
三 木 善 酒 造 前�

萩　原　倉　庫　前�

脇 田 忠 恒 宅 前�

納　　公　　会　　堂�

淡路自動車検査場内�

桑　間　会　館　前�

桑 間 近 藤 商 店 前�

上桑間会館（薬師庵）�

下　加　茂　会　館�

洲 本 中 央 公 民 館�

大浜公園（海月館前）�

江　　国　　寺　　前�

市　　役　　所　　前�

�

　平成１２年度の飼い犬の登録と狂犬病予防注射を下記日�
程で実施します。�
　生後３か月以上の犬を飼っている人は必らず受けて下さい。�
◇平成８年度以降に登録している人は、狂犬病予防注射の�
　み受けてください。�
　　手数料は、3，200円�
◇平成８年度以降に登録していない犬または、新たに飼い�
　始めた犬は、登録と予防注射の両方を受けてください。�
　　手数料は、6，200円�
※犬が死亡や移転している場合は、必ず市役所環境整備　�
　（☎２２・３３２１）に届けてください。�

実施月日� 時　　間� 会　　　　場�

�



１５�

お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ�

１５� 古紙配合率１００％再生紙を使用しています�

ママメイト�

いのちって何だ　毎月第１～４月曜�

　日、受付・午前９時３０分～�

お母さんは元気　３月２８日（火）、受�

　付・午後１時３０分～�

おっぱいで育てたい　４月１８日（火）、�

　受付・午後１時３０分～�

赤ちゃん大好き　５月９日（火）、受付�

　・午後１時３０分～�

こんにちは赤ちゃん　４月４日（火）、�

　受付・午後１時３０分～�

成人健康相談　毎月第１～４月曜日、�

　午後１時～３時（栄養相談は第２�

　・４月曜日）�

２歳児健康相談　４月２７日（木）、受�

　付・午後１時～１時３０分、対象�

　者（H１０.４月生まれ）には案内、�

　問診票などを送付します。�

乳幼児相談　４月２１日（金）、午前９�

　時３０分～１１時００分�

歯科保健相談　毎月第４水曜日、受�

　付・午後１時～１時３０分、４月�

　からフッ素塗布を行います。（予�

　約が必要）�

�

�

成人健康相談　４月３日（月）、午後１�

　時３０分～３時�

�

�

成人健康相談　毎月第１～４金曜日、�

　受付・午後１時～１時３０分（成�

　人病相談など）�

心の相談　毎月第２・３火曜日、予約�

　制・午後１時３０分～（精神病、痴呆、�

　アルコールその他心の相談など）�

栄養表示基準制度相談　毎月第１、�

　３月曜日、午前１０時～正午（予�

　約が必要）�

胃がん検診　４月５日（水）、午前９時�

　～正午（申込＝市保健センターへ）�

２時間人間ドック　毎週火曜日、午�

　前９時～（料金１５，５７０円、申込�

　＝洲本保健所へ）洲本市民で国民�

　健康保険に加入し３０歳以上の人�

　に８，０００円、社会保険などの加�

　入者で４０歳以上の人に５，０００�

　円の助成があります。（ただし１�

　年度１回限り）　　�

　３月、４月の乳幼児健康審査を次�

のとおり行います。対象者には問診�

票などを送付しますので、母子手帳�

を持参し受診してください。�

法律相談　弁護士による相談。４月�

　５日（水）、４月１９日（水）、（受付＝�

　市役所市民相談係で電話による予�

　約受付けをしています☎２２・３�

　３２１）総合福祉会館で。�

行政相談　４月５日（水）、午後１時１５�

　分～（受付＝午後１時３０分まで）�

　総合福祉会館で。�

社会保険相談　第３金曜日、午前１０�

　時～午後３時、市民会館で。�

心配ごと相談　毎月２日、１２日、�

　２２日、２７日（日曜・祝日の場�

　合は翌日）午後１時～４時、総合�

　福祉会館で。電話での相談にも応�

　じています（☎２６・００２２）。�

青少年相談　毎週月～金曜日、午前�

　９時～午後５時、青少年センター�

　（☎２２・４５４７）で。�

母子家庭相談　毎週月・金曜日（月�

　曜日＝午後１時３０分～午後５時、�

　金曜日＝午前１０時３０分～午後�

　５時）福祉事務所で。�

高齢者相談　月～土曜日、午前９時�

　～午後５時、淡路県民局（　　０�

　１２０・３６・７８３０）で。介�

　護相談なども行っています。　　�

　蔵書点検期間中はご協力いただき�
ありがとうございました。３月１日�
から平常通り開館していますので、�
ご利用ください。�
　　　 【本　の　案　内】�
　３月１８日から「ジャパンフロー�
ラ２０００」が始まります。これに�
併せて、花博や園芸に関連した本や�
ビデオをご紹介します。�
『国際園芸・造園博覧会　淡路花博�
ジャパンフローラ２０００』�
　　　　　夢の架け橋記念事業協会�
『手づくりのガーデニングワイヤの�
小さなトピアリー』　　　折原　淳�
『野菜園芸大百科』全１５巻 農文協�
『ガーデニングレッスン』全１０巻�
　　　　　　山と渓谷社（ビデオ）�
　テーマ展示も園芸の本をご紹介し�
ておりますので、ご利用ください。�
　　　 《日本農書全集》�
　『日本農書全集』全７２巻が揃い�
ました。これは、江戸時代に記され�
た農業関連の様々な文献を現代語に�
訳し、わかりやすく編集したもので�
す。農家が代々伝えてきた技術や言�
葉など、今に通じるノウハウが書か�
れていますのでご覧ください。�
　　　　おはなし会�
１．日時　３月２５日（土）�
　　　　　４月　８日（土）�
　　　　　いずれも午後２時より�
２．場所　図書館　おはなしのへや�

市保健センターで�

由 良 公 民 館 で �

洲 本 保 健 所 で �

フリー�
ダイヤル�

な　や　みぜろ�

３月２４日（金）�

４月６日（木）�

４月１３日（木）�

４月２０日（木）�

４月２８日（金）�

乳　児�10か月児�1歳6か月児�３歳児�

場　所�

受　付�
時　間�

午後１時～１時１５分�

市 保 健 セ ン タ ー �

午後�
１２時４０分�
　～１時�

�

Ｈ１１年５月生�

�

�

�

�

Ｈ１１年１２月生�

�

Ｈ１０年８月生�

�

�

�

Ｈ１０年９月生�

�

�

Ｈ９年１月生�

�

会員募集� 洲本市シルバー人材センターでは、男・女会員を募集しています。�
　詳しくは、洲本市シルバー人材センター（☎２４・４８３０　青雲中学校前）へ。�▼

健康相談�

市民相談�

健康診査�
乳 幼 児 �

図 書 館 �
（☎２２・０７１２）�
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方
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ど
う
か
お
許
し
の
ほ

ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
◆
い
よ

い
よ
「
淡
路
花
博
」
も
開
幕
。

観
光
は
も
ち
ろ
ん
、
色
々
な
会

議
も
淡
路
で
開
催
さ
れ
、
た
く

さ
ん
の
来
訪
者
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
公
園
島
の
住
人
と
し
て
、

花
々
に
恥
じ
な
い
心
の
こ
も
っ

た
応
対
や
街
の
美
化
な
ど
に
努

め
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
◆

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
型
ド
ラ
マ
「
菜
の
花

の
沖
」
の
淡
路
島
ロ
ケ
も
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
示
唆
に
富
み
、

学
ぶ
こ
と
の
多
い
楽
し
み
な
番

組
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
で
す
◆
新
緑

を
バ
ッ
ク
に
鮮
や
か
な
黄
色
の

絨
毯
が
見
ら
れ
る
の
も
間
も
な

く
で
す
。
雄
大
な
眺
め
は
何
よ

り
の
ビ
タ
ミ
ン
剤
。

”く
に
生

み
の

島
の
背
飾
る

花
さ
じ
き

癒
し
求
め
て

数
多
集
わ
ん
“

　
　
　
（
Ｍ
・
Ｔ
）�

�

あ
ま
た



１６�

介
護
保
険
は

み
ん
な
の
思
い
や
り
で�

〈
シ
リ
ー
ズ
介
護
保
険
　
〉�

⑫

保
険
料
の
納
付
時
期
と
軽
減�

　
い
よ
い
よ
四
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
今
月

号
で
は
、
保
険
料
の
納
め
る
時
期
や
軽
減
措
置
、
ま
た
、
介
護

保
険
以
外
の
保
健
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。�

��������������

　
介
護
保
険
の
保
険
料
は
、
被

保
険
者
と
な
っ
た
月
か
ら
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。�

　
被
保
険
者
と
な
る
の
は
第
一

号
被
保
険
者
は
六
十
五
歳
か
ら
、

第
二
号
被
保
険
者
は
四
十
歳
か

ら
で
、
誕
生
日
の
前
日
の
属
す

る
月
が
到
達
月
で
す
。�

��

　
第
一
号
被
保
険
者
（
六
十
五

歳
以
上
）
に
つ
い
て
は
、
本
年

四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
半
年
間

は
保
険
料
は
徴
収
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
十
月
か
ら
来
年
九
月
ま

で
の
一
年
間
は
保
険
料
が
半
額

に
軽
減
さ
れ
ま
す
。
保
険
料
の

額
は
来
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。�

������������
　
な
お
、第
二
号
被
保
険
者（
四

十
歳
以
上
六
十
四
歳
以
下
の

人
）
は
四
月
か
ら
保
険
料
を
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

���

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
自
己

負
担
が
高
額
に
な
っ
た
時
は
、

一
定
額
を
越
え
る
負
担
に
つ
い

て
は
後
に
返
還
さ
れ
ま
す
。
こ

の
上
限
額
は
、
次
の
よ
う
に
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

▽
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非

課
税
で
あ
る
老
齢
福
祉
年
金
受

給
者
か
本
人
が
生
活
保
護
の
被

保
護
者
で
あ
る
場
合
…
…
一
万

五
千
円�

▽
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非

課
税
の
場
合
…
…
二
万
四
千
六

百
円�

▽
そ
の
他
の
場
合
…
…
三
万
七

千
二
百
円�

　
対
象
と
な
る
の
は
、
在
宅
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
と
施
設
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
で
す
（
施
設
の
場
合
、

食
事
料
は
除
か
れ
ま
す
）。�

���

　
介
護
保
険
の
認
定
結
果
に
か

か
わ
り
な
く
利
用
出
来
る
サ
ー

ビ
ス
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。�

◆
老
人
保
健
事
業�

▽
機
能
訓
練
（
実
施
中
）�

　
心
身
の
機
能
を
保
持
・
回
復

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
保
健
婦

（
士
）、
理
学
療
法
士
、
作
業
療

法
士
な
ど
に
よ
っ
て
、
歩
行
訓

練
や
日
常
生
活
に
関
す
る
動
作

の
訓
練
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
行
い
ま
す
。�

▽
訪
問
指
導
（
実
施
中
）�

　
保
健
婦（
士
）な
ど
が
家
庭
を

訪
問
し
、
本
人
や
家
族
の
人
に

対
し
て
、
健
康
づ
く
り
や
家
庭

で
の
療
養
生
活
上
の
指
導
な
ど

を
行
い
ま
す
。�

◆
高
齢
者
生
活
支
援
事
業�

▽
入
浴
サ
ー
ビ
ス
（
実
施
中
）

　
六
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
の
お
年
寄
り
に
、
入
浴
券
を

交
付
す
る
制
度
で
す
。
一
か
月

あ
た
り
二
回
分
の
公
衆
浴
場
の

入
浴
券
を
交
付
し
ま
す
。�

▽
緊
急
通
報
装
置
貸
与
事
業

（
実
施
中
）�

　
六
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
の
お
年
寄
り
な
ど
の
緊
急
事

態
の
発
生
に
備
え
て
、
緊
急
通

報
装
置
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。

急
病
や
事
故
な
ど
で
緊
急
に
援

助
を
必
要
と
す
る
時
、
機
器

（
ペ
ン
ダ
ン
ト
等
）
の
ボ
タ
ン

を
押
す
と
、
緊
急
通
報
セ
ン
タ

ー
（
淡
路
広
域
消
防
本
部
）
に

通
報
さ
れ
て
、
近
く
の
協
力
者

か
ら
援
助
が
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。�

▽
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
電
話
回
線
を
利
用

し
た
テ
レ
ビ
電
話
に
よ
る
相
談

業
務
（
実
施
予
定
）�

　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
と
二
十
四
時
間
体
制
で
テ
レ

ビ
電
話
に
よ
り
健
康
相
談
や
介

護
相
談
な
ど
を
行
う
サ
ー
ビ
ス

で
す
。�

▽
軽
度
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス�

（
実
施
予
定
）�

　
一
人
暮
ら
し
の
人
な
ど
が
自

立
し
た
生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
外
出
や
散
歩
の
付
き
添

い
、
宅
配
の
手
配
な
ど
簡
単
な

日
常
生
活
の
援
助
を
行
う
サ
ー

ビ
ス
で
す
。�

▽
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
（
実

施
予
定
）�

　
理
容
院
や
美
容
院
に
行
く
こ

と
が
困
難
な
人
の
自
宅
を
訪
問

し
て
理
美
容
を
行
う
サ
ー
ビ
ス

で
す
。�

◆
高
齢
者
生
き
が
い
支
援
対
策

事
業  �

▽
高
齢
者
生
き
が
い
活
動
支
援

通
所
事
業
（
実
施
予
定
）�

　
一
人
暮
ら
し
な
ど
で
、
家
に

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
人
に
、
総

合
福
祉
会
館
な
ど
に
通
っ
て
い

た
だ
き
、
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
受
け
て
い
た
だ
く
サ
ー

ビ
ス
で
す
。�

　
こ
の
ほ
か
に
、
配
食
サ
ー
ビ

ス
、
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
検

討
し
て
い
ま
す
。�

　
以
上
が
本
市
が
実
施
、
ま
た

は
実
施
を
検
討
し
て
い
る
介
護

保
険
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
洲
本
市

介
護
福
祉
課
（
☎
２
２
・
３
３

２
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。�

保
険
料
を
納
め
る
時
期�

高
齢
者
の
保
険
料
の
軽
減�

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が�

　
　
　
　
高
額
に
な
る
時�

介
護
保
険
以
外
の�

　
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス�

在　宅�施　設�
入所者�

合　計�

人　数�

構成比�

４１６� ２９１� ７０７�人�

％�５８．８４�４１．１６�１００�

要介護認定の申請状況�
　昨年１０月から要介護認�

定申請を受け付けています。�

本年２月末までに７０７件�

の申請がありました。�


